








緒言 

 21-hydroxylase欠損症の長期管理で,good controlの目標は,クリーゼ症状の出現を防止

し,良好な成長発育をさせることである。そのために化学的指標をいかに役立たせるかが問

題となっている。現在有益な指標として,血中 Na,K,CI,17-OH-P,Testosterone,PRA,ACTH,

尿中 pregnanetriol,17-KS,17-KGS(Oxygenation Index)等が認められているが,実際にその

基準値となると決定には検討の予知が残されている。今回我々は,化学的指標の基準を定め

るにあたり,当科管理症例を通して若干の検討を行ったので報告する。 


